














































るのが首尾一貫感覚 (senseof coherence ;以下SOCと
略称)である。このSOCとは「自分の生きている生活世
界は首尾一貫している、筋道が通っている、訳がわか










卒中の'薩患率・死亡率 (Poppius.Tenkanen. Hakama. 
Kalimo. & Pitka.2003; Surtees. Wainwright. Luben. 
Wareham. Bingham. & Khaw. 2007)、健康自己評価





























































































































を利用して、 1 時間~ 1時間半の半構造化面接を行っ
た。また、音声は録音した。
表l 調査協力者のプロフィール
匿名 年齢 性別 現在の居住形態 現在の職業
Aさん 74 男性 妻と 2人暮らし 無職
Bさん 61 女性 次女と 2人暮らし アルバイト(家庭教師)
Cさん 67 女性 夫と 2人暮らし 家族で会社経営
Dさん 70 男性 一人暮らし 無職
Eさん 67 男性 一人暮らし アルバイト(シルバー人材センター登録)
Fさん 68 男性 妻と 2人暮らし 建築業
Gさん 67 女性 一人暮らし 通信関連業
Hさん 74 女性 一人暮らし 無職
Iさん 68 男性 妻・娘家族(孫l人)と同居 無職












































































かった (Bさん・ Cさん .Fさん・ Gさん・ Hさん・J
さん)。また一方で、「身近な人や信頼できる人に相談













感 (Aさん・Jさん)、生きがい (Bさん)、義務感 (C











































カテゴリー 概念 { 耳三 義 ヴァリエーション例 協力者
人が内的環境および外的環境か 「この子どもが将来、学者になるんだか、普通のサらの刺激に直面したとき、その ラリーマンになるんだか、いい奥さんになるんだ A'B' ①把握可能感 刺激をどの程度認知的に理解で




②処理可能感 めの十分な資源を自分が自由に から。コントロール可能なんです。コントロール G'H・I'
現在のSOC 使えると感じている程度 可能な状態でダメな時は、信頼できるドクターがいますからJ(Bさん)
人が人生を意味があると感じる (レクリエーション協会のインストラクターをして程度。生きていることによって
生じる問題や要求の、少なくと いることに関して)i私たちも元気をもらうし、向こうの人たちも喜んでくれるし、という感じで結 A.B. 
③有意味感 もいくつかは、エネルギーを投 構、そのような活動にカを入れていて。まあ大変 C.F.G. 入するに値し、関わる価値があ
り、ないほうがずっとよいと思 は大変なんですけど、まあ、引きこもりをなくそ H' I' J 
う重荷というより歓迎すべき挑 うとみたいな感じで、やっているので。それが広まっ
戦であると感じる程度 てくれればいいなあってJ(Jさん)
④子ども時代 子ども時代の家族内の関係が安 (小学校時代の家庭の雰囲気は?)i雰囲気はごく C'D の安定した 定したということ 普通だったじゃないですかね。あまり生活は裕福 E'F' 家庭生活 ではなかったですけどJ(Eさん) G 
⑤子ども時代 子ども時代の家庭で、自分に決 (小学校時代の思い出)i自分の家は農家だったの















③適応的成長 自ら思える)な事柄でも、自分 か?)i苦手なんじゃないですか、そういうのは。 A'D' の場として の仕事を全うするために努力 そういうのを好きな人というのはいないと思うん
職場 し、実際に出来るようになる自 ですけど。でも仕事でやれって言われれば、それ F.H 
己陶治の場としての職場 はしょうがないですからJ(Dさん)
⑨自己特性を 自分自身の特性を自覚し、仕事 (現在の職業について)i大工さんだね。前は設計
自覚し仕事 や実生活の中での適応的行動・ の方もやっていたんだけど、でも今は設計の方ま F・G.
に活かす 決定に活かすこと。 で手が回らなくて、やはり現場で働く方が性に合 H 成人期の うというかJ(Fさん)
“人生経験"
⑮独力による (成人期に)因ったことが起こっ (困った時には周りの人に助けを求める方です C.D. た時には、あまり人には頼らず か?)iいえ、あまりしないですね。結局は自分が問題対処 に、まずは自分で対処しようと 決める。最終的には自分が決めることだし、お話 F.G. (成人期) すること。 ししても皆さん考えが違うしJ(Gさん) H. I. J 
⑪成人期の平 結婚してからの家族内の関係が (お仕事されている頃の家庭で苦労されたこと A'D' 
穏な家庭 安定したということ は?)i妻に任せきりだったんで(笑)。苦労ってい E.F. うことは感じなかったんですけどJ(Eさん) I . J
? ?っ ?
⑫様々な社会 現在、仕事・ボランテイア・学 (Gさんの例)通信会社勤務、前勤務会社のOB会 A.B. 
活動への参 習活動・趣味の集いなどの様々 事務局長、当老人大学、フォトサークル、パソコ C'E'F 
加 な社会活動に参加してこと ンサークル、パークゴルフ G'H・1. 
J 
(レクリエーション協会のインストラクターとして
⑬“忙しい" 現在やっている活動は忙しいが 多忙であることに対して)Jレクリエーションは忙 A.F・1.とストレス ストレスとしては感じていない しいんですけど別にストレスは感じない。忙しい
は別物 ということ けどしょうがないねっていう感じで。それにまあ、 J 
自分でやっていても楽しいのでJ(Jさん)
社会活動[仕事・ボランテイア・
現在の社会 学習活動]が様々な効果[楽し (中学生などに数学を教えていることに対して) B.D. 参加 ⑬社会参加の さ・喜び・ストレス解消・元気・
効用 良いストレス知識・生きがい・ 「私はね、生きがいをもらっている。楽しいJ(B E.F.G. 
自己確認-人生の目的や意味] さん) H' 1. J 
をもたらすということ
⑬周囲から必 自分は周聞の人から必要とされ (人生の目的について)I私の家挟には3人の年寄 A'B' 要とされて ていると感じること りがいるから。 3人を幸せな状態で彼岸に送んな C' 1. いる感 いとJ(Bさん)
自分自身で規定した、あるいは
⑬生活のリズ 周囲の環境から規定された生活 「普段の生活のリズムを崩さないのが私にとっての E.G. 
ム のパターンに沿った生活が健康 健康に繋がっていると思うんですねJ(Gさん) H' 1 
に寄与するということ
⑫自分の死の 自身の死を客観的に見ょうとす 「死ってあまり恐くはなくて、死ぬ時ってどんなん A.G. 客観視・意 る態度、または自身の死を意味
味づけ づけしようとする態度 だろうとか、だって知らない世界でしょJ(Hさん) H 
(健康について)Iやはりこうなった時はこうすれ
⑬自分独自の 自分の病気と関わる中で生み出 ばいいのかなっていう対処法っていうのが自然と。
重要領域へ 健康法 された自分独自の健康法 例えば、こうなった時には早く寝ればいいとか、 B.G 
の対処 こうなった時にはこうすればいいとかっていうので、私は過ごしていますねJ(Gさん)
⑫自分の体験 自分の力ではどうしようもなら (震災時に)Iそうして震災の時に(心臓の)薬をなと超越的存 ない状況が改善した時に、その くしました。動けなくなって。そして本当に死に B.G. 在(運・神 根拠を運や神仏のお蔭だと解釈 そうになってパトカーに拾われました。だから本 H 仏)との関
連付け すること 当に私って運がいいんですよJ(Bさん)
深く関わったり考えても益がな I (日常のストレスについて):ストレスに感じた A'B' 
@深入りへの かったり改善が望めない事柄に ことはないね。 ・ ・ ・考えても自分ではどうし C.D. 
自主規制 対して、深い関わりを避けたり ょうもないことはすぐに忘れる方なので。自分の E.F.G. 
考えないようにすること。 カではどうにもならないと思うのは、もうそれで J 考えるのを止めるというかJ(Fさん)
「友だちの付き合いの中では、ドンドン入つては行
きません。ある程度のところで、いかに親しい方
“境界"外 ⑫人との距離 他人事には必要以上に立ち入る でもかなり深く入って根掘り葉掘り聞くとかはし C'G を保つこと ことを控える傾向 ないですね。やはりどんなに親しくても結局入っ
ていけば行くほど嫌われるから、そういうのが分
かっているからJ(Gさん)
②「ストレス (現在ストレスは?)I何にもないですね。もう、 A'C' 現在、「ストレスは無い」と答 D'F' はないJと える人が多いこと 死ぬことも恐れないし、生きることも恐れないし」 G'H・1. 評価 (Aさん)
③現在の良好 現在の自分の健康についての自 (現在の自分の健康状態を5段階評価すると?)Iま B'C・F'己評価で高評価をつける人が多 あまあ良い (4点)Jあるいは「非常に良い (5点)J G.H・1.な健康状態 いということ と回答した人が7名。 J 
現在の健康
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A Study of the Determinants of Elderly People's Sense of Coherence (SOC) 
- An Analysis Following M-GT A (Modified Grounded Theory Approach)一
The purpose of this study was to explore the determinants of elderly people's sense of coherence. Semi-
structured interviews about life experiences and health were taken for ten elderly college students， and were 
analyzed based on M-GT A. As a result， 6 categories besides the present SOC were found : (a) life experiences 
in childhood， (b) life experiences in adulthood， (c) the present participation in society， (d) coping with crucial 
matters， (e) out of boundary， (f) the present health. And the relations between each category and the present 
SOC supported Salutogenesis formulated by Aaron Antonovsky. In addition， itwas suggested that the present 
participation in society had an infiuence on the present SOC as the present life experience. 
Key W ords : elderly people， sense of coherence， life experiences， modified grounded theory approach 
-36一
